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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方向に流れる流体を供給するための供給ライン（２０）と、
　画定された幾何形状の開き構造を有し、ジェットで流体を噴射するための噴射ノズル（
３０）を含むウォータージェット手術器具であって、
　流体の流れ方向に見て、流体チャンバー（４０）が前記噴射ノズル（３０）の上流に具
備され、攪乱装置（５０）が前記流体チャンバー（４０）の中または上に具備され、
　前記攪乱装置（５０）は前記流体チャンバー（４０）内部に乱流を発生することができ
るとともに、前記攪乱装置（５０）が前記流体チャンバー（４０）の可動外部壁部分（４
２）を含むことを特徴とするウォータージェット手術器具。
【請求項２】
　前記攪乱装置（５０）が前記流体によって取り囲まれまたは灌水することのできる本体
を含むことを特徴とする請求項１に記載のウォータージェット手術器具。
【請求項３】
　前記攪乱装置（５０）が、流体ジェット（１）の幾何形状の開き構造を変化させるため
に、その位置および／または幾何形状構造に関して調節可能なように設計されることを特
徴とする請求項１または２に記載のウォータージェット手術器具。
【請求項４】
　前記流体チャンバー（４０）内部の攪乱装置（５０）を動かすための起動システム（５
１）を含むことを特徴とする請求項１から３のいずれか１項に記載のウォータージェット
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手術器具。
【請求項５】
　前記起動システム（５１）が、前記流体チャンバー（４０）内部の前記攪乱装置（５０
）を動かすために押し引き要素（５１）を含むことを特徴とする請求項４に記載のウォー
タージェット手術器具。
【請求項６】
　前記起動システム（５１）が、前記攪乱装置（５０）に磁力を加えるための磁気要素を
含むことを特徴とする請求項４に記載のウォータージェット手術器具。
【請求項７】
　内視鏡の作業チャンネルに挿入するために設計されたことを特徴とする請求項１～６の
いずれか１項に記載のウォータージェット手術器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特許請求項１の前文によるウォータージェット手術器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ウォータージェット手術装置は、その切断、またはより適切には、その分離作用が通常
のメスならびにレーザ手術またはＲＦ手術機器などの代替装置とは異なるので、手術にお
ける使用が増加している。
【０００３】
　詳細には、ウォータージェット手術装置は、ある種類の組織を分離して他は触れないで
おく切開（選択的組織分離）に用いることができる。
【０００４】
　最終的にそれらの技術は内視鏡手術処置において使用が増加している。
【０００５】
　それらのウォータージェット手術装置は、流体貯蔵器と、ウォータージェット手術装置
に接続されたウォータージェット手術器具に圧力管を通して流体貯蔵器から流体を送るた
めの流体輸送システムを含む。ウォータージェット手術器具は、それ自体微細な流体ジェ
ットの形で流体を噴射するための噴射ノズルを含む。
【０００６】
　例えば、胃腸管中の腫瘍組織などの組織の切除において、ウォータージェットは高圧下
で束状の噴射ノズルを通らなければならない。この用途例のように、腫瘍組織の切除が粘
膜に制限されている場合、腫瘍組織は可能であれば、一つの施術で可能な限り完全に切除
しなければならず、このことは流体ジェットで可能である。しかしこれに伴って、「束状
の」流体ジェットが筋層の穿孔を招くことがある。その結果、手術部位を隠蔽する危険な
内部出血を招く。さらに、ウォータージェット手術装置の他の用途を考慮すると、外科医
による不注意な傷害が起きないように、または流体ジェットの他の機能（例えば洗浄）を
可能にするように、流体ジェットの噴射角度を変更することが望ましい。
【０００７】
　米国特許第５９４４６８６号はウォータージェット手術のための手術器具を開示してお
り、この場合、それぞれ切断流体ジェットは偏向面によって霧化され、流体ジェットの噴
射角度が変更される。これを実施するには、偏向面は実際の噴射ノズルから離れて配置さ
れる。
【０００８】
　独国特許公開第１０２００７００２４８６Ａ１号はウォータージェット手術器具を開示
しており、この場合、本質的に円形断面を有する流体ジェットはスプーン状の衝突面に衝
突し、それらを平坦なウォータージェットに変換する。この場合、スプーン状の面はこの
点で始まる吸引パイプの伸長された末端部の形状であり、すなわち、その場所は噴射ノズ
ルの末端である。
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【０００９】
　したがって、今まで、流体ジェットに円形断面から離れた形状または他の噴射角度を与
えるために、衝突面または偏向面などの特殊な装置を具備することが異口同音に示唆され
てきた。しかし、それらの付加装置は、実際の流体放出要素、噴射ノズルの下流に常に他
の装置が存在し、前記装置は手術作業のために好ましくない位置にあるので、手術部位の
明瞭な視野ならびに器具自体の作業を妨害する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】米国特許第５９４４６８６号
【特許文献２】独国特許公開第１０２００７００２４８６号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明の目的は、単純な設計を用いて、実質的に器具の操作性を悪くすることなく、流
体ジェットの幾何形状構造の制御を可能にするウォータージェット手術器具を提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　この目的は、請求項１によるウォータージェット器具によって達成される。詳細には、
この目的は、
　一方向の流れに流体を供給する供給ラインと、
　画定された幾何形状の開き構造を有するジェットに流体を噴射するための噴出ノズルで
あって、流体の流れ方向に見たとき、流体チャンバーが噴出ノズルの上流に具備され、撹
乱装置が流体チャンバー中または上に具備され、前記撹乱装置は流体チャンバー内部に乱
流を発生することのできる噴射ノズルと、
を含むウォータージェット手術器具によって達成される。
【００１３】
　十分大きな寸法で対称的に設計された流体チャンバー中において、流体の流れは最初は
層流である。これは、流れの中で、流体チャンバーの各点で慣性力が摩擦力に対して優勢
であることを意味する。それらの形の流体が噴射ノズルに達するとき、勿論、ノズルの幾
何形状構造がしかるべく設計されるならば、前記流体ジェットは少なくとも噴出するとき
鋭い形になり、多少とも微細な流体ジェットが噴射ノズルを出る。
【００１４】
　驚くべきことに、流体チャンバー中の流体が乱流になるとすぐに、噴出する流体ジェッ
トの形は流体ジェットがもはや微細なジェットとして噴出しないように変化することが判
明した。次いで、流体ジェットは多かれ少なかれ広がる。ジェットが噴射ノズルを出た後
、実際の流体ジェットに干渉はないが、流体は、完全に変化しない状態で噴射ノズルを出
るとき、または出た後に流体チャンバーのはるか上流で変化するので、これは特に驚くべ
きことである。しかし、これは、ウォータージェット手術器具の使用者にとってはるかに
問題の少ない個所で流れ挙動を変化させる可能性を提供する。
【００１５】
　流体チャンバー中の流れを乱流にするために、流体チャンバーの幾何形状構造は任意の
点で、流れが長さ、幅および／または放射状に非対称となるように修正される。この結果
、流れはその点で部分的に乱流となる。ここでは、分子の摩擦力および慣性力が優勢であ
ろう。
【００１６】
　第１の好ましい実施形態を考えるとき、撹乱装置は流れで取り囲みまたは灌流すること
のできる本体を含み、この本体は層流を乱流に変換するために流体チャンバー中に配置さ
れる。他には変化されない流体チャンバーの幾何形状構造を用いて、静止撹乱装置によっ
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て流体ジェットが変化のない繰り返し可能なジェット広がりになることが判明した。
【００１７】
　本発明の他の好ましい実施形態を考えるとき、撹乱装置は好ましくは流体チャンバーの
可撓性壁を含む。流体チャンバーの形状（断面）を調節することによって、やはり再現可
能なジェットの広がりを達成することが可能である。
【００１８】
　ジェットの様々な幾何形状構造のための様々なウォータージェット手術器具を提供する
ことができれば、撹乱装置は恒久的に流体チャンバー中に組み込まれてもよいし、または
流体チャンバーは不変寸法としてもよい。
【００１９】
　本発明の好ましい実施形態を考えるとき、撹乱装置は、ジェットの幾何形状的な開き構
造を変化させるために、その位置および／または幾何形状構造を調節可能にするように設
計される。したがって、外科医は撹乱装置の適切な調節によって前記ジェットが外科医の
目的をかなえるように流体ジェットを整形することができる。これは、例えば、流体チャ
ンバー内部で撹乱装置を動かすための起動システムによって達成することができる。好ま
しい実施形態において、起動システムは押し引き要素、具体的には流体チャンバー内部の
撹乱装置を動かすためのワイヤを含む。この場合、この押し引き要素は次に外科医によっ
て起動することのできるハンドルに接続される。
【００２０】
　また、起動システムは撹乱装置に磁力を加えるための磁気要素を含むこともできる。こ
の場合、流体チャンバー中の機械的介在が必要ではないので、起動システムの封止は不要
となり、それらの封止は高圧を考慮するときの問題とならない。
【００２１】
　好ましくは、ウォータージェット手術器具は内視鏡の作業チャンネル中に挿入するよう
に設計される。ここで、撹乱装置が外科医によって変更できるとき、器具の利点は特に劇
的に示される。理由は、この場合、器具の変更は特に複雑であるが、撹乱装置の調節が可
能なことによりもはやそれらの変更を必要としないためである。
【００２２】
　以下に、図面を参照して本発明の好ましい実施形態を詳細に説明する。
【００２３】
　以下に、図面を参照して本発明の好ましい実施形態を詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、第１の位置に撹乱装置を備えたウォータージェット手術装置の概要図で
ある。
【図２】図２は、図１のウォータージェット手術器具の部品の図であり、この場合、この
部品が重要であり、それに対して変更された位置に撹乱装置を備える。
【図３】図３は、図１または図２の撹乱装置に基づく本発明の他の実施形態の図である。
【図４】図４は、図Ａおよび図Ｂの２つの位置に撹乱装置を備える本発明の他の実施形態
の図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下の説明において、同じ部品または同じ機能を有する部品には同じ参照番号が用いら
れる。
【００２６】
　図１は、ウォータージェット手術器具が供給ライン２０およびポンプ６を経由して流体
貯蔵器４に接続される、本発明による一実施形態を示す。供給ライン２０と噴射ノズル３
０の間に挟持されて流体チャンバー４０があり、この流体チャンバーは外部壁を有する。
この場合、流体チャンバー４０は、この流体が噴射ノズル３０を通って噴射されるとき、
本質的に流体貯蔵器４からの層流が流体チャンバー中で発生するような寸法にされる。噴
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射ノズル３０は、流体チャンバー４０中の層流が本質的に「円筒状」の流体ジェット１を
形成するように構成される。適切な高圧で、それらの流体ジェット１は組織の望ましい処
置、すなわちこの組織の切断を実行するのに用いることができる。
【００２７】
　流体チャンバー４０の中には、図１の例示的実施形態に示される傾斜本体として構成さ
れる撹乱装置５０が配置され、前記撹乱要素は、図２に示すように噴射ノズルの方向に移
動されるとき、傾斜本体が流体の流れに囲まれ、前記流体の流れが前記本体の縁部で「破
壊」されて、流体チャンバー４０中の初期の層流を乱流に変換する。図２に示す状態が存
在する場合、噴射ノズル３０の直前の流体チャンバー４０中に乱流が存在する。この乱流
のため、流体ジェット１は図２に示すようにここで広げられる。流体ジェット１の幾何形
状構造に影響を与えることが可能な理由は、流れの種類（層流／乱流）が噴射ノズル３０
の上流で変化するためである。したがって、外科医は、流体チャンバー４０中の様々な位
置（または様々な形状）に撹乱装置５０が具備される１組のウォータージェット手術器具
１０を入手可能になる。この結果、流体ジェット１は１つのまたは他の幾何形状、すなわ
ち束状または扇形を有する。
【００２８】
　図３に示される本発明の実施形態は図１および２のものとは異なり、二重矢印で示され
るように、撹乱装置５０が流体チャンバー４０の内部で移動することができる。これを達
成するために、押し引き要素５１が具備され、前記要素は剛性のあるワイヤとすることが
可能である。この押し引き要素５１は封止を経由して供給ライン２０の外へ移動され、そ
の一方の端部に第１ハンドル５２を有する。このハンドル５２によって、外科医は撹乱装
置５０を動かし、外科医は手術中に流体ジェット１の幾何形状を調節することができる。
この選択肢は切開手術だけでなく、むしろ内視鏡用途に特別の利点を提供する。その場合
、器具は束状ジェットを広げられたジェットに置き換えるように変更するので、特に有利
である。
【００２９】
　図４に示される実施形態において、撹乱装置５０はチャンバー４０の外部壁４１が可動
外部壁部分４２を有するように設計される。この外部壁部分が変更されると、すなわち流
体チャンバー４０の幾何形状構造が変更されると、流体チャンバー４０の内部でも乱流を
発生させ、したがって流体ジェット１を広げることも可能である。図４において、これは
実施例Ａ（層流＝束状のジェット）およびＢ（乱流＝広げられた流体ジェット）によって
示される。撹乱装置５０を表すこの可動外部壁部分４２は、ここでは、それが傾けられた
とき（図４Ｂの矢印の方向を参照されたい）、外部壁部分４２の一部は流体チャンバー４
０中に入るが、可動外部壁部分４２の他の部分は流体チャンバー４０の外にさらに傾くよ
うに支持される。結果として、外部壁部分４２に働く力の中和は、チャンバー内部の流体
圧力４０によって得られる。
【００３０】
　起動システムとしての可動外部壁部分４２に加えて、起動スイッチ７０も具備され、そ
のため、図４に示したウォータージェット手術器具は全般的に切開手術のための操縦可能
な部品として考えることができる。
【００３１】
　また、本発明は、ウォータージェット手術器具において噴出する流体ジェットの形を変
化させる方法に関し、噴射ノズルの上流に存在する層流は層流から乱流へ変換される。
【符号の説明】
【００３２】
１　流体ジェット
４　流体貯蔵器
６　ポンプ
１０　ウォータージェット手術器具
２０　供給ライン
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３０　噴射ノズル
４０　流体チャンバー
４１　流体チャンバーの外部壁
４２　可動外部壁部分
５０　撹乱装置
５１　引き押し要素
５２　引き押し要素用ハンドル
７０　ウォータージェット手術装置のための起動スイッチ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４Ａ】

【図４Ｂ】
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

背景技术已知水射流外科器械，其包括用于沿一个流动方向供应流体的
供给管线和用于以精细射流形式喷射流体的一个出口喷嘴，其显示出限
定的几何开口构造。为了能够加宽射流，在出口喷嘴的上游流动方向上
设置流​​体室。扰动装置设置在流体室中或流体室上，所述扰动装置能够
在流体室内产生湍流。
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